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(57)【要約】
【課題】特定の表示セグメントを他の表示セグメントよ
り高輝度に表示することのできる液晶表示装置の駆動方
法の実現。
【解決手段】液晶表示パネル11と、ＬＥＤ59を有するバ
ックライト55を備えた液晶表示装置10の駆動方法であっ
て、液晶表示パネル11は、前面基板22と背面基板24との
間に液晶26を配置し、前面基板22にセグメント電極28ａ
～28ｄ，30ａ～38ｇを設けて非高輝度表示用の表示セグ
メント13ａ～13ｇ，17ａ，17ｂ及び高輝度表示用の表示
セグメント15ａ，15ｂを構成すると共に、高輝度表示用
の表示セグメント15ａ，15ｂを構成するセグメント電極
28ａ，28ｂと第２のコモン電極33間の電圧印可時に、Ｌ
ＥＤ59から放射される光の輝度を、非高輝度表示用の表
示セグメント13ａ～13ｇ，17ａ，17ｂを構成するセグメ
ント電極28ｃ，28ｄ，30ａ～38ｇと第１のコモン電極32
間の電圧印可時に、ＬＥＤ59から放射される光の輝度よ
り高輝度とした。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、光源を有するバックライトを備えた液晶表示装置の駆動方法であっ
て、
　上記液晶表示パネルは、対向配置した透光性絶縁材より成る前面基板と背面基板との間
に液晶を配置し、上記前面基板又は背面基板側に透明な所定形状のセグメント電極を設け
て非高輝度表示用の表示セグメント及び高輝度表示用の表示セグメントを構成すると共に
、上記非高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極と対向する第１のコモ
ン電極と、上記高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極と対向する第２
のコモン電極を設けて成り、
　上記高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極と第２のコモン電極間の
電圧印可時に、上記バックライトの光源から放射される光の輝度を、上記非高輝度表示用
の表示セグメントを構成するセグメント電極と第１のコモン電極間の電圧印可時に、上記
バックライトの光源から放射される光の輝度より高輝度と成したことを特徴とする液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項２】
　上記第１のコモン電極に所定の電圧波形を印可すると共に、この電圧波形に同期する所
定の電圧波形を、非高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極及びバック
ライトの光源に印可し、
　また、上記第２のコモン電極に、第１のコモン電極の電圧波形と非同期の電圧波形を印
可すると共に、この電圧波形に同期する所定の電圧波形を、高輝度表示用の表示セグメン
トを構成するセグメント電極及びバックライトの光源に印可し、
　さらに、上記第２のコモン電極の電圧波形に同期してバックライトの光源に印可される
電圧を、上記第１のコモン電極の電圧波形に同期してバックライトの光源に印可される電
圧より高電圧と成したことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　上記バックライトの光源が発光ダイオードであることを特徴とする請求項１又は２に記
載の液晶表示装置の駆動方法。
　
　
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶表示装置の駆動方法に係り、特に、複数の表示セグメントを有する液
晶表示パネルとバックライトを備えた液晶表示装置において、特定の表示セグメントを他
の表示セグメントより高輝度に表示することのできる液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、多くの電気製品に、その動作状態等を使用者に知らせるための液晶表示パネルを
備えた液晶表示装置が用いられている。
　図１０は、電気ポットに用いられている液晶表示装置の液晶表示パネル70の表示面72の
一例を示すものであり、７個の表示セグメント73ａ～73ｇで略「日」字形状を構成して成
る７セグメントの可変表示パターン74と、「．（ドット）」形状の表示セグメント75で構
成された固定表示パターン76と、「沸とう」の文字形状の表示セグメント77で構成された
固定表示パターン76と、「保温」の文字形状の表示セグメント79で構成された固定表示パ
ターン76を有している。
　７個の表示セグメント（７セグメント）73ａ～73ｇで構成された可変表示パターン74は
表示内容が変化する表示パターンであり、　一方、「．（ドット）」形状の表示セグメン
ト75、「沸とう」の文字形状の表示セグメント77、「保温」の文字形状の表示セグメント
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79で構成された固定表示パターン76は、表示内容が変化しない表示パターンである。
【０００３】
　上記液晶表示パネル70は、図１１に示すように、所定間隔を設けて対向配置した透光性
絶縁材より成る前面基板78と背面基板80との間に液晶82を配置して成る。
　上記前面基板78の裏面には、透光性材料より成るオーバーコート層84で保護・被覆され
たブラックマスク86が形成されると共に、上記オーバーコート層84の裏面に上記各表示セ
グメント73ａ～73ｇ，75，77，79の形状を形成する透明なセグメント電極88が形成されて
いる。
　尚、上記ブラックマスク86は、表示面72において上記可変表示パターン74及び固定表示
パターン76が形成されていない領域を覆うように形成されている。
　また、上記背面基板80の表面には、上記セグメント電極88と対向する透明なコモン電極
90が形成されている。
【０００４】
　さらに、前面基板78の表面、及び、背面基板80の裏面には偏光板92が配置されており、
前面基板78側の偏光板92の表面が上記表示面72となっている。
　上記液晶表示パネル70を駆動する際には、セグメント電極88及びコモン電極90に接続さ
れた電極端子94（図１０参照）を介して特定のセグメント電極とコモン電極間に電圧を印
加することにより、液晶82の配向状態を変化させてバックライト（図示省略）からの光を
透過せしめて表示を行うものである。
【０００５】
　尚、特定のセグメント電極とコモン電極間に電圧を印加して７個の表示セグメント（７
セグメント）での表示を行う液晶表示パネルとしては、例えば、特開２００２－２２９０
５１号公報がある。
【特許文献１】特開２００２－２２９０５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、複数の表示セグメント73ａ～73ｇ，75，77，79を有する上記の如き液晶表示
パネル70を備えた液晶表示装置にあっては、使用者の注意を喚起するため特定の表示セグ
メントを、他の表示セグメントより高輝度としたい場合がある。
　例えば、図１０に示した電気ポット用の液晶表示パネル70の表示面72においては、電気
ポットの作動状態を示す「沸とう」の文字形状の表示セグメント77や「保温」の文字形状
の表示セグメント79を、「７セグメント」形状の表示セグメント73ａ～73ｇや「．（ドッ
ト）」形状の表示セグメント75より高輝度に表示したという要請がある。
【０００７】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、複数の表
示セグメントを有する液晶表示パネルとバックライトを備えた液晶表示装置において、特
定の表示セグメントを他の表示セグメントより高輝度に表示することのできる液晶表示装
置の駆動方法を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法は、
　液晶表示パネルと、光源を有するバックライトを備えた液晶表示装置の駆動方法であっ
て、
　上記液晶表示パネルは、対向配置した透光性絶縁材より成る前面基板と背面基板との間
に液晶を配置し、上記前面基板又は背面基板側に透明な所定形状のセグメント電極を設け
て非高輝度表示用の表示セグメント及び高輝度表示用の表示セグメントを構成すると共に
、上記非高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極と対向する第１のコモ
ン電極と、上記高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極と対向する第２
のコモン電極を設けて成り、
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　上記高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極と第２のコモン電極間の
電圧印可時に、上記バックライトの光源から放射される光の輝度を、上記非高輝度表示用
の表示セグメントを構成するセグメント電極と第１のコモン電極間の電圧印可時に、上記
バックライトの光源から放射される光の輝度より高輝度と成したことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項２に記載の液晶表示装置の駆動方法は、請求項１に記載の液晶表示パネ
ルにおいて、
　上記第１のコモン電極に所定の電圧波形を印可すると共に、この電圧波形に同期する所
定の電圧波形を、非高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極及びバック
ライトの光源に印可し、
　また、上記第２のコモン電極に、第１のコモン電極の電圧波形と非同期の電圧波形を印
可すると共に、この電圧波形に同期する所定の電圧波形を、高輝度表示用の表示セグメン
トを構成するセグメント電極及びバックライトの光源に印可し、
　さらに、上記第２のコモン電極の電圧波形に同期してバックライトの光源に印可される
電圧を、上記第１のコモン電極の電圧波形に同期してバックライトの光源に印可される電
圧より高電圧と成したことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の請求項３に記載の液晶表示装置の駆動方法は、請求項１又は２に記載の液晶表
示装置の駆動方法において、
　上記バックライトの光源が発光ダイオードであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の請求項１に記載の液晶表示装置は、高輝度表示用の表示セグメントを構成する
セグメント電極と第２のコモン電極間の電圧印可時に、バックライトの光源から放射され
る光の輝度を、非高輝度表示用の表示セグメントを構成するセグメント電極と第１のコモ
ン電極間の電圧印可時に、バックライトの光源から放射される光の輝度より高輝度と成し
たので、高輝度表示用の表示セグメントを、非高輝度表示用の表示セグメントより高輝度
に表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に、本発明に係る液晶表示装置10を図面に基づいて説明する。図１は、本発明に係
る液晶表示装置10を模式的に示す概略平面図、図２は図１のＡ－Ａ概略断面図、図３は図
１のＢ－Ｂ概略断面図である。
　図１に示す本発明の液晶表示装置10を構成する液晶表示パネル11は電気ポットに用いら
れるものであり、その表示面12に、７個の表示セグメント13ａ～13ｇで略「日」字形状を
構成して成る２個の７セグメントの可変表示パターン14を有している。この７個の表示セ
グメント（７セグメント）13ａ～13ｇで構成された可変表示パターン14は表示内容が変化
する表示パターンである。
【００１３】
　また、長方形状の２個の表示セグメント15ａ，15ｂを有しており、一方の表示セグメン
ト15ａ内に「沸とう」の文字を表す固定表示パターン16が、他方の表示セグメント15ｂ内
に「保温」の文字を表す固定表示パターン16が形成されている。
　さらに、方形状の２個の表示セグメント17ａ，17ｂを有しており、それぞれの表示セグ
メント17ａ，17ｂ内に「．（ドット）」の文字を表す固定表示パターン16が形成されてい
る。
　上記「．（ドット）」、「沸とう」、「保温」の文字で構成された固定表示パターン16
は表示内容が変化しない表示パターンである。
【００１４】
　図２～図４に示すように、本発明に係る液晶表示装置10は、液晶表示パネル11と、該液
晶表示パネル11の下方に配置されるバックライト55を備えている。
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　また、上記液晶表示パネル11は、本体部18と固定表示部20を備えており、これら本体部
18と固定表示部20とを積層一体化して構成している。
【００１５】
　上記本体部18は、所定間隔を設けて対向配置したガラス等の透光性絶縁材より成る前面
基板22と背面基板24との間に液晶26を配置して成る。
　前面基板22の裏面には、ＩＴＯ膜より成る透明なセグメント電極が形成されて
おり、具体的には、図４に示すように、上記長方形状の表示セグメント15ａ，15ｂを構成
するための長方形状にパターニングされた固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂと、上記
方形状の表示セグメント17ａ，17ｂを構成するための方形状にパターニングされた固定表
示用セグメント電極28ｃ，28ｄが形成されている。また、略「日」字形状と成された７個
の表示セグメント13ａ～13ｇを構成するために、略「日」の字の７セグメント形状にパタ
ーニングされた可変表示用セグメント電極30ａ～30ｇが形成されている。
【００１６】
　さらに、上記背面基板24の表面には、上記前面基板22の固定表示用セグメント電極28ａ
，28ｂと対向するＩＴＯ膜より成る第１のコモン電極32が形成されている（図２参照）。
　また、図３に示すように、上記背面基板24の表面には、上記前面基板22の可変表示用セ
グメント電極30ａ～30ｇと対向するＩＴＯ膜より成る第２のコモン電極33が形成されてい
る。尚、図示は省略するが、第２のコモン電極33は、固定表示用セグメント電極28ｃ，28
ｄとも対向するよう形成されている。
　また、上記前面基板22の表面、及び、背面基板24の裏面には偏光板34が配置されている
。
【００１７】
　上記固定表示部20は、ガラスや樹脂等より成る透光性基板36の裏面（一面）に所定形状
のマスク層38を配置することにより、透光性領域40と非透光性領域42が形成されている。
　すなわち、図５に示す通り、固定表示部20においては、本体部18の可変表示用セグメン
ト電極30ａ，30ｂの７セグメント形状と同一の７セグメント形状と成された透光性領域40
が形成されている。
　また、固定表示部20においては、固定表示パターン16を構成する「．（ドット）」、「
沸とう」、「保温」の文字形状と成された透光性領域40が形成されている。
【００１８】
　図６に示す通り、固定表示部20を構成する透光性基板36を、本体部18を構成する前面基
板22側の偏光板34上に図示しない接着剤等を介して積層配置することにより、固定表示部
20と本体部18とが一体化される。
　この際、本体部18の可変表示用セグメント電極30ａ～30ｇと、固定表示部20の７セグメ
ント形状の透光性領域40とは、上下方向に重なって配置される。　
【００１９】
　また、固定表示パターン16の「沸とう」の文字形状と成された透光性領域40は、本体部
18の固定表示用セグメント電極28ａの上方、「保温」の文字形状と成された透光性領域40
は、本体部18の固定表示用セグメント電極28ａの上方、「．（ドット）」の文字形状と成
された透光性領域40は、本体部18の固定表示用セグメント電極28ｃ，28ｄの上方にそれぞ
れ配置される（図１参照）。
　すなわち、固定表示部20における「沸とう」の文字形状と成された透光性領域40は、本
体部18の固定表示用セグメント電極28ａと対応し、固定表示部20における「保温」の文字
形状と成された透光性領域40は、本体部18の固定表示用セグメント電極28ｂと対応し、固
定表示部20における「．（ドット）」の文字形状と成された透光性領域40，40は、本体部
18の固定表示用セグメント電極28ｃ，28ｄとそれぞれ対応しているのである。
【００２０】
　さらに、図１に示すように、「沸とう」の文字形状と成された透光性領域40は、対応す
る本体部18の固定表示用セグメント電極28ａの輪郭内に収まるように配置されている。ま
た、「保温」の文字形状と成された透光性領域40は、対応する本体部18の固定表示用セグ
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メント電極28ｂの輪郭内に収まるように配置されている。さらに、「．（ドット）」の文
字形状と成された透光性領域40は、対応する本体部18の固定表示用セグメント電極28ｃ，
28ｄの輪郭内に収まるようにそれぞれ配置されている。
　この結果、図１に示す通り、長方形状の表示セグメント15ａ内に「沸とう」の文字を表
す固定表示パターン16が、表示セグメント15ｂ内に「保温」の文字を表す固定表示パター
ン16が形成され。また、方形状の表示セグメント17ａ，17ｂ内に「．（ドット）」の文字
を表す固定表示パターン16が形成される。
【００２１】
　固定表示部20における上記透光性領域40以外の領域は、透光性基板36の一面にマスク層
38を配置することにより非透光性領域42と成されている。
　上記マスク層38は、例えば黒顔料含有樹脂を透光性基板36の一面に塗布、吹付、印刷等
することにより形成可能である。
　尚、固定表示部20の透光性基板36の表面が上記表示面12となっている（図２参照）。
【００２２】
　上記バックライト55は、アクリル樹脂やシリコーン樹脂等より成る透明な導光板57と、
該導光板57の一側面に沿って配置される光源としてのＬＥＤ（発光ダイオード）59を備え
ている（図２及び図３）。
　尚、図示は省略するが、バックライト55の下方の反射板を配置するのが好ましい。
【００２３】
　上記液晶表示装置10にあっては、電極端子44（図１参照）を介して、可変表示用セグメ
ント電極30ａ～30ｇ、固定表示用セグメント電極28ｃ，28ｄと第１のコモン電極32との間
、固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂと第２のコモン電極33との間に電圧を印加して液
晶26の配向状態を変化させることにより、液晶表示パネル11の下方に配置したバックライ
ト55の導光板57表面から放射されるＬＥＤ59の光を透過せしめて表示面12において所定の
表示を行うものである。
【００２４】
　すなわち、７個の表示セグメント13ａ～13ｇを構成する可変表示用セグメント電極30ａ
～30ｇの内、電圧を印加する可変表示用セグメント電極30ａ～30ｇを適宜選択することに
より、０から９までの任意の数字に対応した光が本体部18の前面基板22側の偏光板34から
出射後、上記可変表示用セグメント電極30ａ～30ｇと上下に重なって配置されている固定
表示部20の７セグメント形状の透光性領域40を透過し、表示面12において０から９までの
所定の数字を可変表示できるのである。
【００２５】
　また、固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂと第２のコモン電極33との間、固定表示用
セグメント電極28ｃ，28ｄと第１のコモン電極32との間に電圧を印加した場合には、各固
定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄの形状に対応した矩形状の光が本体部18
の前面基板22側の偏光板34から出射する。
　上記の通り、各固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄの上方には、固定表
示パターン部16の文字形状（沸とう、保温、．）と成された固定表示部20の透光性領域40
が、上記固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄの輪郭内に収まるように配置
されている。この結果、、固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄの形状に対
応して前面基板22側の偏光板34から出射した矩形状の光の内、上記透光性領域40の文字形
状に対応した光のみが透過し、それ以外の光は固定表示部20の非透光性領域42によって遮
光されることとなるので、表示面12において所定の固定表示を行うことができる。
【００２６】
　尚、上記液晶表示パネル11のバックライト55として、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の
３原色を選択的に発光可能なＬＥＤ59を備えたものを用いれば、カラーフィルタを用いる
ことなくカラー表示が可能なフィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置を構成するこ
とができる。
　このフィールドシーケンシャル方式は、バックライトを時間的にＲ、Ｇ、Ｂと高速で切
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り替えながら点灯させ、これに同期して液晶の特定領域を選択的に透光可能とするもので
あり、Ｒ、Ｇ、Ｂの表示パターンを高速且つ連続的に時分割方式で重ねて表示することに
より、人間の目の残像現象を利用してカラー表示を行うものである。カラーフィルタを用
いる必要がないので、透過率の向上による消費電力の削減が見込め、ＬＥＤ等の光源の発
光光を直接見るため色再現性が高い等の利点がある。
【００２７】
　上記の通り、本発明の液晶表示パネル11は、本体部18の各固定表示用セグメント電極28
ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄの上方に、固定表示パターン16の文字形状（沸とう、保温、．）と
成された固定表示部20の透光性領域40が、上記固定表示用セグメント電極28ｃ，28ｄの輪
郭内に収まるように配置したので、固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄの
形状に対応して前面基板22側の偏光板34から出射した矩形状の光の内、上記透光性領域40
の文字形状に対応した光のみが透過し、それ以外の光は固定表示部20の非透光性領域42に
よって遮光されることとなるので、表示面12において所定の固定表示を行うことができる
。
　従って、本発明の液晶表示パネル11にあっては、固定表示パターン16の内容変更が必要
な場合には、変更後の固定表示パターン16の形状と成された透光性領域40を有する固定表
示部20に交換するだけで良く、従来のように変更後の固定表示パターン16の形状に対応し
た固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄを新規に設計し直す必要がないので
、簡単且つ低コストで固定表示パターン16を変更することができる。
【００２８】
　例えば、本発明の液晶表示パネル11を日本仕様から海外仕様に変更する場合においては
、図７に示すように、固定表示パターン16の「沸とう」を「Ｒｅ－ｂｏｉｌ」の表示パタ
ーン、「保温」を「ＨｏｔＫｅｅｐ」の表示パターンと成した透光性領域40を有する固定
表示部20を用い、この固定表示部20を本体部18上に積層すれば簡単に海外仕様の液晶表示
パネル11に変更することができる。
【００２９】
　また、本発明の液晶表示パネル11を他製品に転用する場合においては、例えば、図８に
示すように、固定表示パターン16の「沸とう」を「残り時」の表示パターン、「保温」を
「間は」の表示パターン、「．（ドット）」を「分」の表示パターンと成した透光性領域
40を有する固定表示部20を用い、この固定表示部20を本体部18上に積層すれば、簡単に他
製品用の液晶表示パネル11に転用することができる。
【００３０】
　上記においては、固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄを矩形状にパター
ニングした場合を例示したが、これに限定されるものではなく、円形状等、任意の所定形
状とすることができる。
【００３１】
　また上記においては、前面基板22側に固定表示用セグメント電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28
ｄ及び可変表示用セグメント電極30ａ～30ｇを、背面基板24側に第１のコモン電極32及び
第２のコモン電極33を形成した場合を例示したが、背面基板24側に固定表示用セグメント
電極28ａ，28ｂ，28ｃ，28ｄ及び可変表示用セグメント電極30ａ～30ｇを、前面基板22側
に第１のコモン電極32及び第２のコモン電極33を形成するようにしても良い。
【００３２】
　以下において、特定の表示セグメントを他の表示セグメントより高輝度に表示する場合
の液晶表示装置10の駆動方法について説明する。
　以下の説明では、７セグメントの表示セグメント13ａ～13ｇを構成する内の５つの可変
表示用セグメント電極30ａ，30ｇ，30ｃ，30ｆ，30ｅと第１のコモン電極32との間に電圧
を印可して「３」という数字を表示すると共に、「沸とう」の文字を表す固定表示パター
ン16が形成された長方形状の表示セグメント15ａを構成する固定表示用セグメント電極28
ａと第２のコモン電極33との間に電圧を印可して「沸とう」という文字を表示する場合に
おいて、表示セグメント15ａの輝度を、「３」の数字を表示する５つの表示セグメント13
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ａ，13ｇ，13ｃ，13ｆ，13ｅより高輝度とする駆動方法を例に挙げて説明する。
　尚、「保温」の文字を表す固定表示パターン16が形成された長方形状の表示セグメント
15ｂは、表示セグメント15ａと同様に高輝度表示を行う表示セグメントであり、「．（ド
ット）」を表す固定表示パターン16が形成された方形状の表示セグメント17ａ，17ｂは、
表示セグメント13ａ～13ｇと同様に高輝度表示を行わない表示セグメントである。
【００３３】
　図９に示す通り、第１のコモン電極32に電圧波形Ｃ１を印可すると共に、この電圧波形
Ｃ１に同期させて可変表示用セグメント電極30ａ，30ｇ，30ｃ，30ｆ，30ｅに電圧波形Ｓ
１、バックライト55のＬＥＤ59に電圧波形Ｂ１を印可する。この結果、ＬＥＤ59の光が、
可変表示用セグメント電極30ａ，30ｇ，30ｃ，30ｆ，30ｅの対応位置の液晶26を透過し、
表示面12において「３」の数字が表示される。
　一方、第２のコモン電極33には、第１のコモン電極32の電圧波形Ｃ１と非同期の電圧波
形Ｃ２を印可すると共に、この電圧波形Ｃ２に同期させて固定表示用セグメント電極28ａ
に電圧波形Ｓ２、バックライト55のＬＥＤ59に電圧波形Ｂ２を印可する。この結果、ＬＥ
Ｄ59の光が、固定表示用セグメント電極28ａの対応位置の液晶26を透過し、表示面におい
て「沸とう」文字が表示される。
【００３４】
　図９に示すように、第２のコモン電極33の電圧波形Ｃ２及び固定表示用セグメント電極
28ａの電圧波形Ｓ２に同期して印可されるＬＥＤ59の電圧（Ｂ２参照）は、第１のコモン
電極32の電圧波形Ｃ１及び可変表示用セグメント電極30ａ，30ｇ，30ｃ，30ｆ，30ｅの電
圧波形Ｓ１に同期してＬＥＤ59に印可される電圧（Ｂ１参照）より高電圧（２倍の電圧）
と成されている。
　この結果、ＬＥＤ59から放射され、固定表示用セグメント電極28ａの対応位置の液晶26
を透過する光は、可変表示用セグメント電極30ａ，30ｇ，30ｃ，30ｆ，30ｅの対応位置の
液晶26を透過する光より高輝度となり、「沸とう」の文字を表す固定表示パターン16が形
成された表示セグメント15ａを、可変表示パターン14を構成する表示セグメント13ａ，13
ｇ，13ｃ，13ｆ，13ｅより高輝度に表示することができる。
【００３５】
　以上の通り、本発明の液晶表示装置10は、非高輝度表示用の表示セグメント13ａ～13ｇ
，17ａ，17ｂを構成するセグメント電極28ｃ，28ｄ，30ａ～38ｇと対向する第１のコモン
電極32を設けると共に、高輝度表示用の表示セグメント15ａ，15ｂを構成するセグメント
電極28ａ，28ｂと対向する第２のコモン電極33を設けて成り、第１のコモン電極32に電圧
波形Ｃ１を印可すると共に、この電圧波形Ｃ１に同期する電圧波形Ｓ１，Ｂ１をセグメン
ト電極28ｃ，28ｄ，30ａ～38ｇ及びバックライト55のＬＥＤ59に印可し、また、第２のコ
モン電極33に、第１のコモン電極32の電圧波形Ｃ１と非同期の電圧波形Ｃ２を印可すると
共に、この電圧波形Ｃ２に同期する電圧波形Ｓ２，Ｂ２をセグメント電極28ａ，28ｂ及び
バックライト55のＬＥＤ59に印可し、さらに、第２のコモン電極33の電圧波形Ｃ２及びセ
グメント電極28ａ，28ｂの電圧波形Ｓ２に同期して印可されるＬＥＤ59の電圧（Ｂ２参照
）を、第１のコモン電極32の電圧波形Ｃ１及びセグメント電極28ｃ，28ｄ，30ａ～38ｇの
電圧波形Ｓ１に同期してＬＥＤ59に印可される電圧（Ｂ１参照）より高電圧と成した。
　従って、高輝度表示用の表示セグメント15ａ，15ｂと第２のコモン電極33間の電圧印可
時に、バックライト55のＬＥＤ59から放射される光の輝度が、非高輝度表示用の表示セグ
メント13ａ～13ｇ，17ａ，17ｂと第１のコモン電極32間の電圧印可時に、上記バックライ
ト55のＬＥＤ59から放射される光の輝度より高輝度と成り、高輝度表示用の表示セグメン
ト15ａ，15ｂを、非高輝度表示用の表示セグメント13ａ～13ｇ，17ａ，17ｂより高輝度に
表示できる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明に係る液晶表示装置を模式的に示す概略平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ概略断面図である。
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【図３】図１のＢ－Ｂ概略断面図である。
【図４】本発明に係る液晶表示パネルの本体部を模式的に示す概略平面図である。
【図５】本発明に係る液晶表示パネルの固定表示部を模式的に示す概略平面図である。
【図６】本発明に係る液晶表示パネルの本体部と固定表示部を積層一体化する方法を示す
説明図である。
【図７】本発明に係る液晶表示パネルの固定表示部の他の例を模式的に示す概略平面図で
ある。
【図８】本発明に係る液晶表示パネルの固定表示部の他の例を模式的に示す概略平面図で
ある。
【図９】本発明に係る液晶表示装置の駆動方法を示す波形図である。
【図１０】従来の液晶表示装置を構成する液晶表示パネルを模式的に示す概略平面図であ
る。
【図１１】従来の液晶表示装置を構成する液晶表示パネルを模式的に示す概略断面図であ
る。
【符号の説明】
【００３７】
10　液晶表示装置
11　液晶表示パネル
12　表示面
13ａ～13ｇ　表示セグメント（７セグメント）　
14　　可変表示パターン
15ａ　表示セグメント（長方形状）
15ｂ　表示セグメント（長方形状）
16　　固定表示パターン
17ａ　表示セグメント（方形状）
17ｂ　表示セグメント（方形状）
18　　液晶表示パネルの本体部
20　　液晶表示パネルの固定表示部
22　　前面基板
24　　背面基板
26　　液晶
28ａ～28ｄ　固定表示用セグメント電極
30ａ～38ｇ　可変表示用セグメント電極
32　　第１のコモン電極
33　　第２のコモン電極
34　　偏光板
36　　透光性基板
38　　マスク層
40　　透光性領域
42　　非透光性領域
44　　電極端子
55　　バックライト
57　　導光板
59　　ＬＥＤ
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